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「札寄せ用具」は、マイクロソフト社製表計算ソフトウェア・エクセルのワークシ

ートに図形を描画することを主要機能とした画像作成ソフトウェアであり、描画によ

る思考支援を使用目的としている。 

このためソフトウェアの特徴として、多様な描画機能ではなく、簡便で軽快な操作を

優先したものとなっている。 

ここでは、このツールの開発の意図と操作法、このツールが支援する思考方法、そ

の有効性を紹介する。 

１．開発の意図 

「札寄せ用具」が支援対象とする思考方法は、言葉を書き込んだ「札」を並べ替え

て考える思考方法である。 

「札」とは、様々な思考法で「ラベル」「カード」「紙切れ」「こざね」などと呼ばれ

ているものと同等の意味をあらわしている。 

これらの思考方法では、描画する当人の思考状態に連動して「札」を効率良く操作

できることが重要である。 

「札」を操作するとは、「札を作る」、「札を動かす」、「札の色を変える」、「いくつか

の札を枠で囲む」、「札や枠を線でつなぐ」などである。 

そのため、本ソフトウェア開発における第一目標は、思考を妨げず思い通りに「札」

を操作出来ることとした。そのためにワンクリックで行える操作は、必要最低限なも

のに限定し、ひとめで直観的に操作できるようにした。 

思考が一段落した段階で、図としての表現力を高めたい場合に対応するために、ある

程度の図形を変更できる機能を子画面として用意した。更に図の表現力を高めるには、

エクセルに含まれる描画ツールを利用することもできる。 

なお札を自分で動かすことが、思考を促進すると考えているので、札の自動配置機

能は実装していない。 

第二の目標は、他のソフトウェアとのデータのやり取りを容易にすることとした。 

考えるという行為は、何らかの情報を元に考え、考えた結果は、図や文章などの形で

表すことが多い。そこで、他のソフトウェアで作った図や文章を簡単に「札」に変換

できる機能と、「札」を並べながら思考した結果できた「札」とその並び順を、他のソ

フトウェアに容易に出力できる機能を充実させることも重要と考えた。 

具体的には、エクセルのセルに記入した文字列を「札」に変換する機能と、「札」およ

び「枠」に記入した文字列を、エクセルのセルまたは、テキストファイルに書出す機

能を実装した。 



上記の目標を実現するために、「札寄せ用具」はマイクロソフト社製エクセル付属の

プログラム言語ＶＢＡ（Ｖｉｓｕａｌ Ｂａｓｉｃ ｆｏｒ Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎｓ）

によるプログラムで作成し、エクセルに含まれる描画ツールの一部をプログラムから

呼び出す形で利用した。 

この構成とした主な理由として、以下の３点がある。 

１）ウィンドウズＰＣの場合マイクロソフト社のＯｆｆｉｃｅ製品が普及しており、

その中にある、エクセル、パワーポイント、ワードには共通して含まれる描画ツー

ルがある。このため描画した図を相互に受け渡せ、それぞれで編集できる。 

２）パワーポイントとワードでは、描画領域がスライドやページによって限られてい

るが、エクセルではワークシートに描画するため広大な描画領域となっている。こ

のため描画領域に気を使うことなく思考できる。 

３）エクセルのＶＢＡに関する解説書が数多く市販されているため、言語の習得が比

較的容易である。 

なお、「札寄せ用具」を使用して作成する図は、様々な用途で利用できるように、通

常のエクセルファイルとして出力することとした。このため、札寄せ用具で作成した

図は、札寄せ用具を使用せずに、エクセルで編集可能である。 

２．操作方法 

ソフトウェアの操作方法は、ソフトウェアのバージョンアップに伴って変化するた

め、固定したものではないが、ここでは現時点での最新版である第５．００版につい

て概略を述べる。なおウェブサイト「第一考舎」では「図考室」に「札寄せ用具の操

作法」として、操作方法の最新版を常に掲載しているので、参照されたい。 

（http://dai1kousha.html.xdomain.jp/zukou2.html#yougusousa） 

２．１「札寄せ用具」を使う前の準備 

札寄せ用具は

「fudayose***.xlsm」をダ

ブルクリックすることに

よって、エクセルに読み込

まれる。 

その後の動作は、初めて

使用する場合と、二回目以

降の場合で動作が異なる。 

また、札寄せ用具を読み込

む前に、既に別のエクセル

ファイルを開いているか

どうかでも、動作が異なる

ので、その様子を右図に示

した。 

 

 

http://dai1kousha.html.xdomain.jp/zukou2.html#yougusousa
http://dai1kousha.html.xdomain.jp/zukou2.html#yougusousa
http://dai1kousha.html.xdomain.jp/zukou2.html#yougusousa


２．１．１ 編集を有効にする  

本ファイルをダウンロードして、初めて使うときは、次のような表示が出ることが

ある。 

画面の上方に－－－ 

 

－－－と表示されたときは［編集を有効にする」をクリックする。 

（エクセルのバージョンによって文言が異なる場合もある） 

２．１．２ マクロを有効にする  

「札寄せ用具」はエクセルのマクロを使用しているため、マクロが無効だと「札寄

せ用具」は利用できない。 

エクセルのマクロを有効にする方法は、エクセルのバージョンによって異なる。 

通常は、この「札寄せ用具」のファイルを読み込んだときに、マクロを有効にする

かどうかを選択できるように「オプション」が表示されるので、マクロが有効になる

ようにオプションを選択する。 

例えば、－－－  

 

 －－－と表示された場合は、「コンテンツの有効化」をクリックする。 

これによりマクロが有効になり、「札寄せ用具」が使えるようになる。 

２．２．「札寄せ用具」の使い方 

「札寄せ用具」には、「札寄せ用具」本体の他に子画面が３つある。 

子画面は「使用ファイル」選択用と「変更用具」および「ファイル／変換」である。  



２．２．１ 使用ファイル選択用の子画面 

「使用ファイル」選択用の子画面は、札寄せに使うエクセル

ファイルを選択するための子画面である。 

この「札寄せ用具」では、札寄せに使用するワークシートは

「札寄せ用具」とは別のエクセルファイルのワークシートを使

用する。 

したがって、札寄せに使用するためのファイルが開かれていな

い時は「使用ファイル」選択用の子画面が自動的に表示される。 

既にあるエクセルファイルを使うときは、「既存のファイル

を開く」ボタンを左クリックすると、ファイルを選択する画面

が現れるので、希望のエクセルファイルを選択する。 

新たにエクセルファイルを作る時は「新たにファイルを作る」ボタンを左クリック

する。新しいエクセルファイルが作られて、札寄せを始められるようになる。 

使用ファイルを選択すると、「札寄せ用具」本体が表示され

る。 

なお「初めての方へ」ボタンを左クリックすると、体験用の

ワークシートが表示されるので、そこに書かれた指示に従って

体験操作が可能となる。 

２．２．２ 「札寄せ用具」本体 

（１）作成／変更 

「作成／変更」という枠で囲まれた「札」、「枠」、「線」のボ

タンは、そのボタンを左クリックするときに「札」、「枠」、「線」

が、選ばれているか否かによって役割が変わる。 

ｉ．作成 

「札」、「枠」、「線」が、

選ばれていない状態では、

左クリックすることで、該

当する「札」、「枠」、「線」

を作成できる。 

作成する場所は、その時

に選択されているセルの位

置となる。 

「札」と「枠」には文字

列を書き込める。改行するには[Enter]キーを押下する。 



 

ｉｉ．変更 

「札」、「枠」、「線」が、選ばれている状態では、

左クリックすることで、選ばれている「札」、「枠」、

「線」を該当するものに変更できる。 

「札」と「枠」は互いに変更でき、「線」と「矢

線」は互いに変更できる。 

「札」に変更したときは、記入されている文字列

に合わせた大きさになる。「枠」に変更したときは、

大きさは変化しない。 

 

なお、変更については、後述の「変更用具」を使うと、更に「文字寄せ」、「線の種

類」、「線の太さ」等の変更可能である。 

ｉｉｉ．寸法合わせ 

「寸法合わせ」のボタン

は、選ばれている「札」ま

たは「枠」の大きさを、文

字列に合わせた大きさに

変化させる。 

       



（２）選択モード切替 

ボタンを左クリックすることによって、エクセルの「セルを選択するモード」と「図

形を選択するモード」が切替わる。 

マウスポインタの形は、セル選択モードで「 」、図形選択モードで「 」にな

る。 

セルを選択するモードは、エクセルの通常のモードであり、セルを選択することも

図形を選択することも出来る。 

ただし複数の図形を同時に選択するときは、［Shift］キーまたは［Ctrl］キーを押し

ながらひとつひとつ図形を左クリックする必要がある。 

これに対して、図形を選択するモードにすると、左クリックしながらマウスで範囲

を指定してその範囲内の全ての図形を同時に選択可能である。 

ただし、図形を選択するモードでは、セルを選択することはできない。  

（３）グループ 

複数の図形を選択しているときに、「グループ化」ボタンを左クリックすると、そ

れらの図形をグループ化する。 

グループ化された図形

は一度に移動することが

可能となる。またグループ

化されていても、一つの図

形を選択すれば、グループ

を解除せずに単独で移動

することが可能である。 

図形のグループを更に他の図形とグループ化する事も可能である。 

図形のグループを選択しているときに、「解除」ボタン

を左クリックするとグループが解除される。  

（４）子画面の呼び出し 

「変更用具」「ファイル

の操作」のボタンを左クリ

ックすると、それぞれ該当

する子画面が表示される。 

（５）表示 

「拡大」「縮小」ボタン

を左クリックする毎に、エ

クセルの画面表示が、大き

くあるいは小さくなる。 

「全画面」ボタンを左ク



リックすると、エクセルの画面が全画面表示、あるいは通常表示に切替わる。 

「枠線」ボタンを左クリックすると、ワークシートのセ

ルを表す枠線が表示、あるいは非表示に切替わる。 

（６）説明表示 

札寄せをしているときに、このボタンを左クリックする

と、札寄せ用具の説明の画面が表示される。 

説明画面の表示をやめて、札寄せをしていた元の画面に

戻るには、「説明終了」のボタンを左クリックする。 

（７）札寄せ用具の終了 

「終了」ボタンを左クリックすると、「札寄せ用具」が終了する。 

なお、「札寄せ用具」が終了しても札寄せに使用したファイルは開いているので、こ

れを閉じるときは、通常のエクセルを終了する方法で、閉じる必要がある。 

２．２．３ 「変更用具」 

（１）文字寄せ 

選択している「札」または

「枠」の文字配置を、該当す

るボタンを左クリックするこ

とによって変更できる。 

（２）線の形状・太さ・種類・矢印・色 

選択している「線」の形状、太

さ、種類、矢印の有無と向き、色

を、該当するボタンを左クリック

することによって変更できる。  

  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

２．２．４ 「ファイル／変換」 

（１）使用ファイル 

札寄せをするためのファイルを開く。 

「既存のファイルを開く」ボタンを左クリックすると、ファイルを選択する画面が

現れるので、希望のエクセルファイルを選択する。 

新たにエクセルファイルを作る時は「新たにファイルを作る」ボタンを左クリック

してください。新しいエクセルファイルが作られて、札寄せを

始められるようになる。 

これらは「使用ファイル」を選択する子画面と同じ機能であ

り、意識的に呼び出すことが可能となっている。 

（２）一括変換 

ワークシート上の全ての札と枠、またはセルを変換する。 

ｉ．札・枠を 

「セルに」を左クリックすると、「札」と「枠」が書かれて

いるワークシートとは別のワークシートを新たに追加して、そ

れぞれの「札」「枠」に書かれている文字を、上から順番にそ



れぞれひとつのセルに書出す。 

「札」と「枠」の文字列にある「改行」は、セルに変換したときにも引き継がれる。

改行するには、[Enter]キーを押下する。 

「テキストファイルに」ボタンを左クリックすると、ファイル名を指定する画面が

現れる。 

書出すフォルダとファイル名を指定すると、それぞれの「札」「枠」に書かれている

文字を、上から順番にそれぞれ一行にしてテキストファイルに書出す。 

書出しが終了すると、テキストファイルの内容を表示する。テキストファイルを閉

じると札寄せ用具に戻る。 

ｉｉ．セルを 

「札に」ボタンを左クリックすると、

そのとき表示しているワークシートの

Ａ列に書かれている文字をＡ１から順

にすべてのセルについて、セル毎に「黄

札」に写して「札化」という名前のワー

クシートに書出す。札の位置は、元のセ

ルに対応した配置となる。 

「札化」シートがなければ、新たに「札

化」シートを追加して書出す。 

既存のワークシートの名前を「札化」に

変えれば、そのワークシートに書出す。 

変換したいセルがあるワークシートの

名前を「札化」にすれば、そのワークシ

ートに書出す。 

文字が書かれていないセルは無視される。 

なお、Ａ列で１００以上のセルに文字が書かれている場合は、書出しに時間がかか

るかもしれないので、書出すか中止するかを確認画面が表示される。 

セルの文字列に「改行」があれば、「札」「枠」に引き継がれる。 

なお、セルで改行するには、[Alt]+[Enter]キーを押下する。 

書出された「黄札」は、すべて選択された状態になっている。 

「テキストファイル」ボタンを左クリックすると、ファイル名を指定する画面が現

れる。 

書出すフォルダとファイル名を指定すると、そのとき表示しているワークシートの

Ａ列に書かれている文字をＡ１から順にすべてのセルについて、それぞれのセルを一

行としてテキストファイルに書出す。 

文字が書かれていないセルは無視される。 

なお、Ａ列で１００以上のセルに文字が書かれている場合は、書出しに時間がかか

るかもしれないので、書出すか中止するかを確認画面が表示される。 



（３）選択変換 

「セルを札に」と「セルを札列に」は書出す札の配置以外は、同じ機能である。 

「セルを札に」では、札の位置は元のセルに対応した配置になり、「セルを札列に」

では、札は一列に配置される。 

「セルを札に」ボタンまたは「セルを札列に」ボタンを左クリックすると、そのと

き表示しているワークシートの選択されているセルについて、セル毎に「黄札」に写

して「札化」という名前のワークシートに書出す。 

 

「札化」シートがなければ、新たに「札化」シートを追加して書出す。 

既存のワークシートの名前を「札化」に変えれば、そのワークシートに書出す。 

変換したいセルがあるワークシート名を「札化」にすれば、そのワークシートに書出

す。 

文字が書かれていないセルは無視される。 

なお、１０００以上のセルが選択されている場合は、書出しに時間がかかるかもし

れないので、書出すか中止するかを確認画面が表示される。 

セルの文字列に「改行」があれば、「札」「枠」に引き継がれる。 

なお、セルで改行するには、[Alt]+[Enter]キーを押下する。 

 

複数のセルを選択するには、[Shift]を押しながらマウスで選択範囲を指定する方法

と、[Ctrl]を押しながら、選択するセルを一つずつ左クリックする方法がある。 



その他、エクセルの「検索と選択」機能の検索によってセルを選択することも可能で

ある。 

書出された「黄札」は、すべて選択された状態になっている。 

 

２．３ エクセルの他の図形の扱い 

エクセルには描画ツールがあり、ワークシート上に様々な図形を作成・編集できる。 

そして、作成できる図形はパワーポイントやワードと共通で使用可能である。 

このため、エクセルで作った図形をパワーポイントやワードにコピーしたり、逆に

パワーポイントやワードで作った図形をエクセルにコピーして使うことも可能である。 

札寄せ用具はエクセル上で動作し、エクセルの図形である四角形を「札」、角丸四角

形を「枠」、曲線コネクタを「線」として、手軽に使用できるようにしたソフトウェア

である。 

従って札寄せ用具で作った「札」、「枠」、「線」を、パワーポイントあるいはワード

にコピーすればそれぞれの描画ツールで加工したり、逆にそれぞれの描画ツールで作

った図形をエクセルにコピーすれば、札寄せ用具で加工することも可能である。 



２．４「札」「枠」「線」の使い方（概要） 

「札寄せ用具」で使用する「札」「枠」「線」を使って、使い方を表した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

札や線を出すには 

「札」「枠」「線」を選択していない状態で 

「札寄せ用具」の作成／変更枠内の 

該当するボタンを左クリックする 

対応した札や線、枠が選択状態で現れる 

使い方 

札と枠の使い方 

選択した札・枠を左クリックしたまま 

動かして、任意の位置に配置できる 

選択状態の札・枠には文字を書き込める 

注: 注書の札は、透明な札 

線の使い方 

選択した線を左クリックしたまま 

動かして、任意の位置に配置できる 

線を選択状態にした時に、 

線の端に表示される丸印を 

左クリックしたまま動かして 

札または枠に近づける 

接続用の目印が現れる 

任意の目印に線の端を接続する 

札や枠を動かすと 

線も同時に動く 

札寄せ用具本体での変更方法 

札・枠の変更 

線の変更 

変更する「札」または「枠」を選択した状態で 

「札寄せ用具」の作成／変更枠内の 

該当するボタンを左クリックする 

変更する「線」を選択した状態で 

「札寄せ用具」の作成／変更枠内の 

「線」または「矢線」ボタンを左クリックする 

注: 札から枠への変更や 

枠から札への変更も可能 

注: 矢印の有無のみ変更できる 

注: 「変更用具」を使うと「文字寄せ」 

「線の太さ」「線の種類」「線の色」も 

 変更できる 



３．「札寄せ用具」が支援する思考法 

ここで、「札」に記入した情報とその間の関係を図的な配置で表して、その配置を様々

に変化させることによって気づきを促進し、考えを進める、あるいは考えをまとめる

という方法を総称して「札寄せ法」ということにする。 

「札寄せ法」は、既にさまざまなやり方で行われており、その中で、考えを形成・

発展させる過程や、考えを「見える化」する過程で考えていく手順は、各人や各場合

によって異なると思われる。 

手順が異なっていても、「札」に記入した情報と、その間の関係を図的に配置し、それ

を変化させることによって、さらに考えを進める、あるいは考えをまとめるというこ

とが、容易になる。 

このように「札寄せ法」は、一人の人だけが考え出す特別で固有の技法というより

も、基本的なやり方を習得すれば、各人が目的や状況に合わせて自然に工夫し、自分

の方法として発展させることができる思考方法であると考える。 

「札寄せ用具」は、情報を表す「札」とその「関係」を、図上で自由に動かし、表

現することを容易にすることにより、「札寄せ法」を支援するツールである。 

片平は、自分が課題に対して気づきや考えを発展させるために、あるいは会議で発

言を記録しつつまとめていくために、「札寄せ用具」を利用して「札寄せ法」を行って

いる。 

中川は、自分あるいは他の人の考えを、「見える化」してわかりやすく表現すること

を、主たる目的にして、「札寄せ用具」を利用して「札寄せ法」を行っている。 

その場合でも、結果として得られた図だけに意義があるのではなく、図的に表現する

途中過程でいろいろな気づき、こころみ、考察をしており、考えそのものが、より論

理づけられて明確になることに意義があると考えている。 

なお「札」の間の関係は、当初は頭の中にあり、その一部が図上の配置で表される。

そして仕上げの段階で徐々に、全体像が明示されていくものである。 

 


